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は全く考えておりませんでした。そんな中、チームが最優秀賞を受賞できた要
因は何だったのかを考えながらこの原稿を書き、先に3点挙げましたが、最後に
一つ大きな要因としては、自分たちがどれだけ変態性を発揮しきれたか、とい
う点ではないかと考えます。知識・サポート・技術、どれも決して欠けてはなら
ない要素ですが、作り手全員が、自分たちが生み出す物に対し自身が持てる全
ての愛と情熱を注ぐ全力の変態になりきらねば、結局出来上がったモノはただ
の物質で終わるのではないかと思うのです。 
私はこれから長い時間をかけて、変態性を遺憾なく迸らせながら自身の研究
活動に邁進していくのですが、一分野だけに傾倒するのはただの変態です。デ
ザイン学に籍を置く身としては、十字型人材を意識しながらどれだけ色々なこ
とに注力できるか、マルチ・ザ・変態として様々なポイントに全力で愛と情熱を
注げる人間でありたいものだと変態に思いを馳せつつ、これを締めくくります。 
 
「デザイン学」への問い 
+ アイデア取捨選択の基準とは何か 
+ 変態性を発露出来る環境とは何か 
+ 異分野との融合はいかになしうるか 
